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２グループ 

 

２グループでは、「食」ってなんだろう？というとこ

ろから、生産者の立場で話し合いが始まりました。（【資

料２－Ａ】参照）まず、食育の本来の意味が伝わってい

ないのではないかという意見が出ました。形だけではな

く、「食は命を育むものである」ということを子どもへ

伝えていくにはどうしたらいいだろうか。大きくなって

からでは、食生活はなかなか改善しにくいので、やはり

若い世代にきちんとした情報を伝えていくことが一番で

はないか、というところから意見をまとめていきました。 

人間の命は自然からいただいた様々なものから成り立っているということをしっかり伝えなけれ

ば、どのような食育を行っても不十分になってしまいます。たてまえだけの学習ではなく、実際に

体感できるような取り組みが必要であり、そのためには、篠山市で自給率 100％を目指すなど、思

い切った取り組みも必要ではないか、というような意見も出てきました。また、都会と交流してい

く中で、篠山の素晴らしさを再認識していただくこともできるのではないか、という意見も出てい

ます。 

さらに、２回目のワークショップでは、篠山の食育として何ができるのかといったことについて

考えていきました。（【資料２－Ｂ】参照）食育＝人間形成である、ということが重要であり、生

産者も「命を育てている」という認識を持って作物を育てることから始めなければなりません。そ

して、生産者の意識とともに、消費者の意識も変えなければ安全な食というのは実現しないのでは

ないか。生産者と消費者の交流機会を充実させるなど、市民にももっと食について理解してもらう

機会をつくっていきたいという意見も出ました。 

いい面、悪い面、両面の実態を把握し、情報を正し

く伝えていくことが必要なのではないか。また、生産、

流通、消費の間でのつなぎ役が必要であり、生産者の

ネットワークや、食育の活動をしている人材のリスト

作成、食育について適切なアドバイスができる人材を

育て、そこから活動を広げていくことが効果的なので

はないかといった、人づくり、環境づくりも食育を進

めていくには大切だということで意見がまとまりまし

た。 
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